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〔故 スペ ンサ ー教授 ・シ ェイ クス ピア ・コ レク

シ ョン〕

この コレ クシ ョンは、バー ミンガム大学 シェ

イ クスピア研 究所の所長 、故 テレンス ・スペ ン

サ ー教 授(thelateProfessorTerenceJohn

BewSpencer)の も と個 人蔵書 であ り,シ ェイ

クス ピアの生涯 と作 品を 多面的 に論 じる図書約

1000点 と生前世 界中の研究 者か ら彼に贈呈 され

た237点 の 論文 抜刷 とか らな る。

〔TJBス ペ ンサ ー教授〕

教授 は、 ロン ドン大学 の出身 で、第二次大戦

前 にはアテ ネ とローマの英 国文化セ ンターで教

えて い る。彼が後 に ギ リシャ ・ラテン文 学 と英

国ル ネ ッサ ンス期 の文学 との関係 を研 究す るよ

うになる基礎 は、この とき得 られ た といえ る。

戦後 は母校 ロン ドン大学 を経 て、1958年 バ ー ミ

ンガム大学 教授 に就 任 した。①1961年 故 ア ラダ

イス ・ニ コル教授(thelateProfessorAllard・

yceNicol1)の 後 任 と して、スペ ンサー教 授は 、

1978年3月3日 に亡 くな るまで シェイ クス ピア

研究所 ・所長 を務め てい る。 彼は所長在任 中 シ

ェイ クス ピア研 究所 の大学 院 をシェイ クス ピア

の生地 であ るス トラ ッ トフォー ド'ア ポン ゜エ

イボンか らバー ミンガム大学 本部 に移設 し、 シ
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エイ クス ピア とルネ ッサ ンス期英文学研 究の一

層の充実 を図 る。 さ らに 同研 究所の所長 として、

ここを訪 れ る学生や研 究者 のために短期 の研 修

プ ログラム を準備 し、2年 毎 に開催 され る国際

シェイ クス ピア会議(theInternationalShak-

espeareConference)の 座 長役 、及び王立 シ ェ

イ クスピア劇場 の理事や その他 の劇 場の役 員 を

も兼務 した。②

わが国 には、1969年 秋 に 日本 シェ イ クス ピア

協会 の招 きで来訪 し、各地で精 力的に講演 活動

を行 な っている。 その講 演の 中か ら教授 は、 日

本 の英文 学研 究雑 誌 「英語青 年」(第116巻 、第2

号 、1970年)に 「シェイ クスピアの 『冬物語』

にお け る芸術 的技巧 」("theArtistryofShak-

espeare's7劾 冊 痂6湾7切 〆)と 題 して寄稿

して いるが、 この論 文に も彼の精密 ・確 実 な学

風 と古典文 学へ の造 言影)深 さ を垣 間見 るこ とが

で きる。 また亡 くな る前年 の1977年 秋 にはブ リ

テ ィ ッシュ ・カウン シル(英 国文 化協 会)主 催

の宮島セ ミナーの講 師 と して来 日し、過密 な 日

程 を精力 的に こな した と聞 く。彼は 、 ヨー ロッ

パ文学の歴 史に関 して百科事典 的知 識 を持 ち、

ヴ ァー ジルや ダンデ の一 節 をシ ェイクス ピア を

引用す るご と くい ともたや す く、 しか もウ ィッ
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トにあふ れ、感性豊か に 引用 してのけ た といわ

れ てい る。③

スペ ンサ ー教授の確 実 ・精緻な学風 は、彼の

恐 ら く最 も重要 な業績 の一つ であ り、 自身が編

集主 幹 を務 めた新ペ ン ギン ・シェイ クス ピア ・

シ リー ズ、殊 に彼 自身の編集 によ る 『ロメオ と

ジュ リエ ッ ト』 に も窺 えよう。惜 しむ ら くは、

同 シ リー ズの 『ハム レ ット』の編 集が序文 のみ

を残 して未 完に終 った ことである(「 序文」 は 、

ア ン ・バー トン教授(ProfessorAnneBarton)

が 代 って執 筆 して いる)。

教授 の シェ イクス ピア学への貢献 は 、編集 主

幹 を務 め たこの シ リー ズとペ ンギン ・シェイ ク

ス ピア ・ライブ ラ リー を抜 きに しては語れ まい。

彼 は また 「モダ ン ・ランゲ ジ ・リヴュー」rM∂4

6脚 乙磁 ◎〃πgρ」Rρどゾ(・ど`ジ 及び彼 自身が創刊 し

た 『英語研究年 鑑』r7〕加 】吻召7∂oo げ々Eη9♂ 醜

S魏 伽 ω の編者 で もあった。

シ ェイ クス ピア関係 の著書:

勘 ゴァ・G7π6εS副 彪 〃α 乙ゴ'67ηアつ・P痂♂加〃6燃 初

ノラっoη2S乃ごz々6Sjう6α76!oβwて〃を(1954)

正伍 〃1ヒ!〃zS11ご7々(?∫ノ)ρ々ノてど7γ!(・/?oノηごz〃1モ》!猷、客(1963)

主 な 編著:

NewPenguinShakespeare:Ro鯛60朋 ゴ伽 ♂忽
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(1967);勲 フク2Zo!(1980)

S勿z々6∫/)6αフ管 ノ1C6♂θ∂7π!ゴoη15641964(1964)

S加 々8∫カ6α7擁P翻 α7罐(1964)

EJ々 σ∂6"2αη ∠!ozノ(3S≠07!ガ6∫(1968)

主 な論文:
"ShakespeareandtheElizabethanRomans"

(1957)
"TheT

yrannyofShakespeare"(1959)

"TheDeclineofHamlet"(1963)

尚Stratford-upon-AvonStudies5勲 御♂6'

(128)④ に 掲載 されてい る"TheDeclineof

Hamlet"以 外 、彼の著書は本 コレ クシ ョンに は

含 まれ ていな い。

〔コ レクシ ョン〕

このコレクシ ョンに入っている図書 は、1801年

よ り1982年 の 問 に主 として英 米にお いて刊 行 さ

れた もの であ る。特定 のテーマや 作 品 を扱 わな

い一般的研 究書が最 も多 く、次い で悲劇 論がや

は り圧倒 的に 多い。次に伝記 、詩論 、 さらに歴

史劇 ・ロマ ンス劇 ・喜 劇 ・問 題劇 及びローマ劇

に関す る もの 、創場 論、上演論 、舞 台論 、性格

批 評 、本文批 評 、劇構 造論 、文体 ・言語論や心

理 分析批評 その他 がほぼ同様 の割 合 で含 まれ て

い る。 いわば現代 におけ るシェ イ クス ピアの 多



面 的 批 評 の あ り よ う そ の も の が 、 こ の コ レ ク シ

ョ ン の 特 色 の 一 つ と な っ て い る と い え る だ ろ う 。

英 国 学 士 院(BritishAcademy,1893年 創 設)

に よ る シ ェ イ ク ス ピ ア 年 次 講 義 の 第 一一回 目(1911

年>

512Jusserand,J.J,"Whattoexpectof

Shakespeare".(FirstAnnualShake・

speareLecture)

よ り1973年 ま で の 間 に 発 表 さ れ た も の の う ち15

点 の 論 文 が 含 ま れ て い る こ と 、 及 び ド イ ツ(グ

ン ドル フFriedrichGundolfの 『シ ェ イ ク ス ピ

ア と ド イ ツ 精 神 』 β 加 々6s㌍ αノ・2z粥 ゴ`/6ノ・Dα4!-

so加G6魏280(1920))を 勿 論 含 む)フ ラ ン ス

そ の 他 の 国 々 に お け る シ ェ イ ク ス ピ ア 研 究 書 と

テ ク ス トが 入 っ て い る こ と も特 色 と い え よ う 。

コ レ ク シ ョ ン の 主 体 を な し て い る の は 、1950年

～1960年 に 刊 行 さ れ た 書 物 で あ る た め
、 最 近 と

み に 脚 光 を 浴 び る に い た っ た 「観 客 反 応 論 」 等

の テ ー マ を 扱 う 書 物 は ほ と ん ど 見 ら れ な い の は

や む を 得 な い が 、⑤ そ の か わ り シ ェ イ ク ス ピ ア

批 評 の 歴 史 に お い て 少 な く と も一 つ の 時 代 を つ

く り 出 し た テ ー マ 「ベ イ コ ン=シ ェ イ ク ス ピ ア

説 」(BaconianThory)を 論 じ る,季}物 が か な り

含 ま れ て い る の は 、 本 コ レ ク シ ョ ン の も う…一つ

の 特 色 で あ る 。

シ ェ イ ク ス ピ ア の 作 品 と さ れ る 戯 曲 や 詩 は 実

は 、 フ ラ ン シ ス ・ベ イ コ ン(FrancisBacon)

に よ っ て 書 か れ た も の で あ る とす る こ の 説 は 、

1769年H.ロ レ ン ス(HerbertLawrence)に よ

っ て 最 初 に 提 唱 さ れ た ピτ 〔々・ム旋 ω κム44ど て・〃一

〃々郡(ガCθ 〃〃〃`ノ〃S(・ 〃S(り。 そ の 後 こ の 考 え 方 は 、

W.H.ス ミ ス(WilliamHellrySmith)、 デ リ

ア ・ベ イ コ ン(DeliaBacon)、1.

ダ ン リ ー(IgnatiusDonllelly,厄 合 衆 国 ヒ院 議

員 で 大 統 領 候 補)、 小 説 家 マ ー ク ・ ト ゥ ウ ェ イ ン

(MarkTwain)、 ダ ー ニ ン グ ・ロ レ ン ス(Slr

EdwinDurning-Lawrence)等 に よ っ て 展 開 さ

れ た 。 当 コ レ ク シ ョ ン に は 、

843Smith,WilliamHenry.Baconand

slzα ρ々sρραノて∵ んz!'ノ`/♂!!':vη7!`(ゾz〆ノ18P1の{・ 一

欝,P1の1∫?ozイ∫ρ5,召1π/P1の ・尻ノ1プ!ρ浴 〆1z読(・

olα}s6ゾE"ξ ζzわ(21【ノz(1857)

234Donnelly ,Ignatius.刀z`'G1て'α 〆(ン1ψ!嬢響'召'

襯.'F槻 κ6心 ∠3αω 〃云C1カ ん(・1ゴ〃 〃z(・aκ 召〃一

ρo!S1錠z々己～/,〔セ7ノて・P!猷 、N,Ill2vols.曳1888)
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246Durning-Lawrence,SirEdwin.

∠3{マごθ"1丙 ・S π々々 (》-s1)(ぞ〃て'(1910)

247Durning-Lawrence,SirEdwin.

τ1zρSllo々(λ雪1)(・ごz1て・A4v〃 ♂(1912)

及 び 著 者 不 明 の も の も 合 わ せ 約20点 入 っ て い る 。

ベ イ コ ン ー シ ェ イ ク ス ピ ア 説 以 外 に50以 トの シ

ェ イ ク ス ピ ア 他 人 説 が あ る と い わ れ て い る が 、

主 だ っ た4つ の 説(ベ イ コ ン 説 、 オ ッ ク ス フ ォ

ー ド伯 説
、 ダ ー ビ ー 伯 説 及 び ク リ ス トフ ァ ー ・

マ ー ロ ー 説 に つ い て 論 じ て い る の が 、

345Gibson,H.N.ηz`・S加 〔々・∫ρραノて・C!α 〆'照

!∫'/1Cノ ・1ガごα!&〃 マノ(♪、,θズ1々(・/7b1〃・1),カ7`ゾー

カ認7γ π・θ1'〆(・sGθ12α・ノπか駕 〃26〆1κ!々で〃客々 !ρ

`〆"z('S々o々`な/)('`1ノて'ピ〃7ノ:ヤ姥、N(1962)

い ず れ に し て も シ ェ イ ク ス ピ ア 他 人1説 の 大 前 提

と な る 共 通 の 考 え 方 は 、 「卜分 な 教 育 も受 け て

い な い 田 舎 出 の 人 間 に あ れ ほ ど深 遠 で 広 範 囲 に

及 ぶ す ぐれ た 作 品 が 淋 け る は ず が な い 」 と い う

単 純 な もの で 、 今 日 の シ ェ イ ク ス ピ ア 学 の 本 道

と は 別 の と こ ろ で 、 しか も ト分 な 論 拠 が な い ま

ま に そ の 命 脈 を 細 々 と保 っ て い る の も 興li未深 い,

327Friedman,WilliamF,andElizabethS.

Friedrnal1.7γ1ピS12〃 んび1)(γ〃℃胃〃(カ)1'で'1N

1£、7!〃2〆〃(・泌.4ノ1A〃r1ハNム`ゾCノ:、 力紐9確/♪11〆ビ

5聡!〔ソ〃Sごが だどゾr!(・〃(で 〃躍!Sθ 〃1〔・//!〃11θノ・

θ〃1ρ"茄 ピ!〃Hヴ!翫 θηS1故 ん己▽)(πノと・!`ソη!(・〃'ビ

ρ1窪駄s(η〃ノノ11θ〃!u召 〃ノ7ど〃〃(・で/!θ ノ!〆'〃.〔1957)

こ れ ら は 勿 論 、 当 コ レ ク シ ョ ン に お い て 圧 倒

的 に 多 い 悲 劇 論 や 伝 記 研 究,1}の 数 の 比 で は な い

が 、 世 の 注 目 を 集 め よ う と す る た め か 、 シ ェ イ

ク ス ピ ア 関 係 の 資 料 か 偽 造 さ れ た り 、 捏 造 さ れ

た り し た こ と が 過 去 に あ っ た こ と を 思 え ば 、⑥

そ れ ほ ど に こ の シ ェ イ ク ス ピ ア と い う 人 間 に は

作 家 と し て の 魅 力 が あ り 、 作 品 の 卓 抜 さ が あ る

と い う 一・つ の 証 左 で も あ ろ う。

尚 こ の スペ ン サ ー ・コ レ ク シ ョ ン の す べ て の

図 書 は 、 そ の イ ニ シ ャ ル で あ るSCの 文 字 を 背

友 紙 に 付 け ら れ 、 一 括 し て 中 央 図,弩:館 に 収 め ら

れ て い る の も 利 用 者 に と っ て 有 難 い こ と で あ る 、,

注

1"11r々3求"「 英1;吾1事j:年」舞il24巻 卸13一 号《1978年

6月)、P.45

2マ シ ス ン"故 ス ペ ン サ ー 教 授 追 悼 論 文"「 バ

ー ミ ン ガ ム 大 学 ・学 報 」(Dr .T.P.Mathe-

sol1,"TheLateProfessor1'.J。B.Spencer,"



び ノz〆♂・81苫め ・αズ β 加';71〃9加 規(弛 ρ"ρ.vo1.30

(1978>)o

3同 上論文参照。

4以 下書名に付 した数字はこのコレクション

の通 し番号である。

5舞 台技術論、観客反応論で例外的に含まれ

て い る の は 、

52Beckerman,Bernard.

〃zρ0106ρ,-Z599-1609

126Brown,JohnRussel1.

P!o、ls加R・ ノ・南 〃 照 〃ごρ

slz召んρ∫ραzノでo!

(1962>

s勿 ρ々∫卿1廊

(1966)

453Honigmann,E,A.J.S加 ρ々∫カρπノブα〃

7)囎`'ol .v8716"zρ1レ ∫乞γ('ゴ ノぞρsρ《刀2s`'(1971)

6例 え ば コ リ ア(J.P.Collier)の も の が そ

う で あ り 、

189Collier,J.Payne.A々 フ1`'s召 ηr!E〃 πワ24召"θ ・

12∫ 〆`)'12ρ7セ 。て!ρ ズslz々 々ρ∫卿 ノて・1曾P1の 客.一〃 一

ω 〃(・ π小 〃7召〃1's`フψ!(η ノブて・d加 ∫ ガηoω 加

`2〆唱〃2`・R)〃o,1632(inthepossessionof

J.J.PayneCo11ier,Esq.,F.S,A。,for・

mingaSupPlelnentalVolulnetothe

WorksofShakespearebythesame

editor,ineightvoIumes)(1853)

そ れ に 対 す る 弾 刻 の 書 が 次 の2点 で あ る 。

402Hamilton,N,E.S.A.、4〃 ノァη 〃!11、1'ノ1'r,

伽G〔w〃 〆1zρ11で・∬ ρ々 1'ρM朋1イs`° ノψ1Coノ γ一

`で 〃oηs〆 η ん〃Z勲 、・多?('C∂!〃 θ'冶 ん 〃?θ!π!一

(・4S肋 々己ψ(撒 ・,F　♪〃θ一632'o〃4ρ 〆`マ 帰

`1ノ〃S磁 燃1)`・ π々召〃 伽 α倣 ・〃!8勲`W〆Sゆ

/)々∂!訳～々 `・6♂〃v1し4囲Co1〃(・ ノニ(1860)

820Singer,SamuelWeller.η κ,7セ て!ρ 〆S々 一

召燃 卿 ノ'(・ レ〆1?ゴ16碑 紘 〃'θ〃z〃2`ゴ η!θ ψ一

θ!o〃oη ピz1?01Cθ1・ ノ7ψ!!rノ〃sご π/ど・`,`101α!ク 、㌦ゆ 々〃

勲 耀 〔・ω 〃(ワ～E∫ σ,1〃 撚 緬'ρ ∫ α〃4E1〃 一

ρ〃`!々ガo/1s.(1853)
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